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人間関係づくりを柱とした学轍経営の在り方
学校力開発コース (13220919) 土田 学
A classroom group of Japan consists of discipline and trust relationshlps.官lechlldren' s growth 
is greatly affected by their relations within the group they belong to. Therefore， the forming 
satisfying relations with peers and sharing common goals are necess位 Yto spend a satis命ingschool 
life for children. The children with satisfying friendship and the pursuit of common goals should be 
of concern to maintain good relationships among children as well as ofa teacher-children in an 
organized classroom group. This study carries out both building children's peer relationshlps in a 
class and a class conference pursuing co血血ongoals.τ'hen the author proves that children could 
send a satisfying schoollife. 
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1 問題の所在と方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
日本の学校教育の最も大きな特徴は，学習指導
と生徒指導の両方を学級担任が担っているという
ことである白学級集団は，子どもたちの学校生活・
学習活動におけるすべての基盤である。従って，
子どもたちが自主的に活動し，温和な雰囲気の中
で成長するためには，信頼関係や規律が築かれて
いるなど，学級経営がしっかりできていることが
基盤となる。
しかし，内閣府による「特集今を生きる若者
の意識」の中では，諸外国に比べて日本の若者の
自己肯定感が低いこと，友人関係や学校生活の満
足度が低いことを明らかにしている。同様に，平
成20年改訂小学校学習指導要領解説特別編では，
子どもたちが，自分に自信が持てず，人間関係に
不安を感じていたり，好ましい人間関係を築けず
社会性の育成が不十分であったりする状況が見ら
れたりすることを指摘している。家庭や地域にお
いて社会性を身につける機会が減少し，情報化の
進展により間接体験や疑似体験が膨らむ ε方，望
ましい人間関係を築く jJなどが身につけにくくな
っている。また，児童の成長は，所属する集団の
人間関係がどのようなものかによって大きく左右
される場合が少なくないことも指摘している。こ
のような状況から，学級の中で，社会性や人間関
係形成能力を育んでいくことがより求められる
ようになってきている。
杉田(2009)は，子どもたちが社会に出て幸福に
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生きていくためには，人間関係形成能力を身につ
けることが不可欠であり，共に生きていく人間関
係をつくる体験などの機会を社会や家庭でつくり
にくい状況になったのであれば，学校生活の中に
つくるしかないと述べている白
子どもたちが充実した学級生活を送るためには，
コミュニケーションを交わしながら助け合ったり，
協力し合ったり，信頼し支え合ったりして，互い
に尊重しよさを認め合えるような関係を築いてい
くことが重要である。とのようにして人間関係を
築くことは，子どもの安心感や信頼感を醸成する
ことにつながる。その中で，子どもたちは，役割
を自覚し責任を果たしたり，他のメンバーや集団
に対して積極的に寄与しようとしたりする。この
ように人間関係を築くことは，主体的に活動して
いく原動力となっていくものと考える。
(2) 研究の目的
子どもたちが充実した学校生活を送るためには，
学級に安心感が必要であり，安心感には信頼でき
る人間関係が欠かせない。また，所属する集団に
追求すべき共通の目標があることで，規律が生ま
れ，集団性も高まってくる。本研究は，人間関係
づくりと目標の追求を手立てとし，子どもたち一
人一人が充実した満足のいく学校生活を送れるよ
うにすることが目的である。
(3) 研究の方法
安心感を育む人間関係については，子どもと教
師のかかわり，子ども同士のかかわり，集団づく
りの視点から，先行研究や文献を整理する。さら
に，現任校での人間関係づくりを柱とした学級経
営の実践を通し，人間関係を深めるためのコミュ
ニケーション活動や共通の目標追求のためのクラ
ス会議が，子どもたちの充実感や達成感を高めて
いくことを検証する。
2 先行研究の検討
杉田(2009)は，文部科学省が実施した「学校教
育に関する調査」において，学校生活で楽しいこ
とや不満なことについて，調査対象学年， (小2，
小5，中2)のいずれの学年においても「友達と
の関係」が上位を占めたことを挙げている。また，
学校教育で身につけたいことの質問では，r友達を
つくったり，自分の周りの人々などと仲よくつき
あったりする力」が上位を占めていた。保護者や
教師の回答も同様であった。つまり，子ども，保
護者，教師の三者にとって，最も気になる部分は，
子どもたちの人間関係であることを挙げている。
小学生にとってそのほとんどを過ごす学級集団が，
心の安定する場所になっていること，自分の居場
所があり所属感がもてる場になっていること，み
んなから認められ自尊心が保てるような場になっ
ていることなどが重要である。満足のいく人間関
係を築ける学級は，子どもにとって落ち着いて過
ごすことのできる学級であり，安心感が生まれる
学級である。
赤坂包011a)は，集団の安全基地としての役割に
ついて述べている。安心感の保証された集団は，
子どもたち一人一人を，同時に，学級を成長させ
るきっかけになるといえる。なぜなら，学級では，
安心が保証されると，子どもたちは傷つけられる
恐れがなくなるので，あいさつやおしゃべりなど
の日常的なコミュニケーションが増えてくる。ま
た，かかわりが増えるので，当然，教室の人間関
係がよくなる。人間関係がよくなると，人に優し
くしようとか誰かの役に立とうとかと思い始める
ようになる。やがて，それを実行する子どもが出
てくる。何かの役割に立候補する子どもが出たり，
授業中に発言する子どもが増えたりする。よい行
いをしている子どもを認める発言が出たり，自分
も真似をしたりする子が出てくる。すると，さら
に教室によい行いが増えてくると述べている。
このように， 安心感のある土壌が学級内に生み
出されることは，子どもたちの温かなかかわりが
増え，互いに尊重し，よさを認め合えるような豊
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かな人間関係が形成されていくものと考えられる。
河村匂010)は， 日本の学校で組織される学級集
団が，単に子どもたち個々の学習の定着だけに主
眼をおいて組織されているわけではなく，学級集
団は所属する子どもたちにとって1つの小さな社
会であり，そのなかで子どもたちには班活動や係
活動，給食や清掃などの当番活動，さまざまな学
級行事，学校行事の取り組みなどが設定されてい
ると述べている。また，学級集団としての理想像
についても言及している。「日本型の理想の学級集
団は，集団内の子どもたちに次のような実感をも
たらしていることだろう。イ)他のメンバーたち，
みんなという集団から受容されている・受け入れ
られている ロ)他のメンバーたち，みんなとい
う集団から必要とされている・役に立っている
この2点を両方体験することにより，子どもたち
は集団に同一化し，情緒が安定し，自ら意欲的に
活動し，かっ，他のメンパー，集団に対して積極
的に寄与しようとする動機を高めていると思われ
る。」と分析している。
このことから，子どもたちが集団の中で自己有
用感や存在感を持つことができたときに，子ども
たちは集団に対して積極的にかかわっていけるも
のと思われる。こういったねらいの学級経営では，
学級のルールは子どもたちにしっかりと自覚され，
規則正しい生活や行動が展開されるようになるだ
ろう。このように子どもたちが主体性をもって生
活するようになると，学級は，問題を自分たちで
解決できる状態になり自他の成長のために協力で
きる状態になる。
赤坂(201 Ob)は，教室で起こる問題は，そのほと
んどが人間関係にかかわるものだと述べている。
そのうえで，問題が起きない学級を目指すのでは
なく，問題を解決する学級，つまり，問題に強い
学級をつくることが重要であると言っている。さ
らに， rクラス会議」の実践は，一人一人の子ども
たちが集団の一員として，主体的に諸問題や諸活
動に取り組もうとする問題解決意識を高める手立
てとなることについても述べている。子どもたち
が自分たちの力で問題解決を図り，学級生活を向
上させようとしていくことにより，学級集団も成
長していくものと考えられる。
以上のことから，安定した空間， 安心できる集
団が形成され， お互いが尊重し認め合えるような
人間関係を育むことは，子ども同士のコミュニケ
ーションの量と質を高めること，課題意識を高め
るクラス会識を実践していくことによって実現で
きる。そのことにより，学級集団が高まり，子ど
もたちの学校生活の充実も期待できると考える。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1) 児童の実態
本研究における実践は，現任枝で担任をしてい
る4年生の1学級についてのものである。 3年生
からクラス替えはせずに進級し，担任だけ替わっ
た状態の学級だった。子どもたちの現状・実態を
知るための手立てとして自作アンケートの表1を
行った。アンケートを実施することで，学級の資
源(リソース)や苦戦しているところなど学級の
現状・実態を把握し，個人の姿・学級の姿を客観
的に数値化し，今後の学級経営に生かしていくこ
とをねらいとしたものである。 5月初旬に行った
アンケートの結果は図1の通りである。
表1.(5段階評価 5 大変思う…1 全く恩わない)
l 先生は困ったときに助けて〈れるか。
描市
2 先生は頑張ってbるごとをほめてくれるか.
子ども
3 先生lま分かりゃすく授業を教えてくれるか.
4 先生lt悪vことをきちんとしかつてくれるか.
圏
子とも
5 友遣は困ったときlこ助けたつ相該1このってくれたつするか.
6 友遣は仲よく協力して活動してくれる品、
圏 手とも 7 友虚lt-'緒iこ喜んだり.eしんだりしてくれるか.
S 友透はいいところ4こ気づいたり.ほめてくれたりするか.
集団
9 誇合いは楽しいか.
10話し合いでは意見かたくさん出るか。
子とも
I 字級はお互いのし丸、ところを認め合う雰酒気かあるか.
12 Ei分It判官の役仁立っていると感じてbるか.
13学級It楽しく落ち着けるか.
医週
14 学級の人たちはお互~iこ優しいか.
15 みんなにはいいところや務b'(~、るところかあるか.
16ヲラヌにはいろしろな人がし、ておもしろいか.
17集団のきま9を進んで守っているか.
匡E 18話し合けこ積極聞こ参11:しているか.19みんなのために.進んで役に立つ活動をしているか.
20 自分lま仕事や勉強を頑張っているか.
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4月から少しずつ落ち着いてきたものの， 5月
初旬までの時点では，子Eもたちが学級に安心感
を持てず，落ち着かない様子が見られた。また，
話し合ったり、協力したり集団で活動するこ左に
消極的な様子も見られた。
ω 安心感を高める実践
①プロジェクトアドベンチャー (PA)やアイ
スプレイクの実践
学級活動の時聞を 10時間使いJ PAやアイス
プレイクを行った。子ども同土が，コミュニケー
ションを通して人間関係を育み，安心感を持つこ
とをねらいとして，表2にあるようなテーマや内
容の活動をした。
表2.
(テー マ)
・ものの見方・考え方を広げる ・安全を考える
・心をほぐす ・心をあたたかくする
-勝ち負けの概念を覆す ・失敗を楽しむ
・気持ちの表明 ・創造的に考える
・合意形成 ・仲間意識
(内容)
・9つの点 ・はちの巣おに ・ネー ムトス
-ネー ムジャングル ・セブンイレプンジャンケン
など
・ウエスタンジャンケン ・ハプユー エパー &どうよ
・道場破り ・前後左右 ・見えない共通点 ・ゾンピ
・カテゴリー ズ ・惑星旅行 ・フー プくぐり
-プJレイー ・スタンドアップ ・オー ルキャッチ
'DNA ・ヒュー マンラダー ・リング など
例えば， r惑星旅行」では，数の限られているフ
}プに入ってプラックホールの脅威から助かりた
いという思いから，子どもたちは，友達を押し出
して我先にフープに入ろうとしていた。ところが，
その場合には，ほとんどの子が助からず，一部の
子どもだけが満足する結果となってしまう。不満
足な子どもがその思いを伝え，全員がクラスの仲
間のことを振り返った。全員が，助かるための方
法を考え，友達のために声がけをし，満足するや
り方を模索した。振り返りの活動では，子どもた
ちがどれだけ自分の思いや感情だけを主張してい
るか，その結果として活動が成功しなかったり，
つまらなくなったりしているかに気づくことがで
きた。また，子どもたちは，勝ち負けでない，互
いの感情が温かくなるような声がけや協力が必要
であることに気づくことができた。
また，自己開示をすることが苦手な子どもがい
たが，この様々な活動を通して，周りの子どもの
共感的な態度に後押しされて少しずつ気持ちを表
明できるようになってきた。何でも受け入れても
らえる，友達を優しく受け入れるという雰囲気が
学級の安心感につながっていった。
②ソーシヤノレスキノレトレーニング (SS T) 
あいさつしたいときや，友達の助けになりたい
とき，自分の感情を抑えたいときなど，子どもた
ちの実態や課題に合わせて，表3にあるような内
容のSSTを学級活動の5時間を使い行った。
表3.※「イラスト版子どものソー シャルスキル
相川充猪刈恵美子合同出版」をもとに構成
項目 タイトル 内容
きっかけを 朝3 友達に会ったとき 友達関係をよくする
つかみたい あいさつのしかた
自分の気持ちゃ 友達に助けて 友達に気持ちよく
考えを伝えたい もらいたいとき 助けてもらう方法
友達の助けに 落ち込んでいる友達を 気持ちを受け止め，
なりたい はげましたいとき 友達のょいところを
気付かせる方法
こまった状況を 悪い誘いを受けたとき 勇気の自己会話の
解決したい 仕方
自分の気持ちを くやしい気持ちが くやしさを抑える
落ち着かせたい 収まらないとき 方法
朝，登校しても友達に何の声もかけないのが当
たり前の雰囲気だったので，友達関係をよくする
あいさつの仕方を訓練した。子どもたちは，名前
呼ぴあいさつをしてから，今日の気分を伝えたり，
楽しみな活動の話をしたりして，朝から気持ちが
温かくなるような言葉がけが自然にできるように
なった。また，仲のいい一部の子だけとかかわっ
ていた子どもたちが，男女関係なく学級の仲間と
して，誰とでもあいさつできるようになったこと
も大きな変化である。
一方，悔しい気持ちゃ腹の立つ思いをしたとき
に，感情をうまくコントロールできずに大声を出
したり他者に発散したりする子どもたちが，クラ
スでしばしば見られた。そこで，くやしさを抑え
る方法を知り，自己コントロールしていくことで，
冷静さを取り戻した子もいる。それだけでなく，
周りの子が，気持ちを抑えようとしている子ども
の気持ちを察して，そのための手助けをするよう
になったことも成呆と言える。
日常生活の中での朝の会や帰りの会の持ち方を
工夫した。例えば，日直のスピーチの際には， iう
なずきあいうえおJ(あ，いいねえ， うんうん，
えーそうなの，おー!)や， r相づちさしすせそJ
(さすが，知らなかったよ，すごいね，センスあ
るね，そうだよね)といった聴き方スキノレを繰り
返すことでコミュニケーションスキルの向上を図
った。同様に，授業中の話し合いや意見の伝え合
いの場面では，ベアやグル}プでの活動を多く仕
組み，話し合うことへの抵抗を減らした。ベアや
グループでの話し合いを繰り返すことで，話し方
や聴き方のスキル面と，話そう・聴とうという意
欲面が育った。共感的に話を聴いてもらえる安心
感が生まれると，子どもたちは，自分の気持ちを
出しやすくなり，自分の生い立ちゃこだわりなど，
本音や自己主張も適切に交流できるようになった。
長期休業明けには，夏休みの思い出や冬休みの
過ごし方についてのオープンクェスチョンを行っ
た。方法は，ベアになった一方が2分間，休み中
の思い出を自由に話していき，もう一方が「どう
いうこと?具体的には?どうだった?それから?
もっと教えて?Jなど，会話が広がるオープンク
ェスチョンでの質問をした。その後， 4人グルー
プになり，それぞれが聴いた休み中の思い出を，
他己紹介した。話す子どもたちは自由に話しを展
開でき，聴く子Eもたちは話しを豊かにイメージ
できる楽しさを味わうことができた。ここでは，
休業中の思い出を伝える活動を通して，子ども同
士の関係を深めることができた。
④構成的グループエンカウンター (SGE)
1学期の終わりに，図2にある SGEi心の花束」
を子ども同士で贈り合った。生活班，給食班，清
掃班で一緒だった子に，その子のよさや感謝の気
持ちをメッセ}ジにして付筆に書き，一人一人に
贈った。集まったみんなからの付筆を台紙に張付
け，メッセージの書かれた花束が完成した。
③コミュニケーションによる人間関係づくり 図2.
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この活動により，周りの子に受け止めて、らっ
ている，認められているという思いを子どもたち
が持った。 2学期の造中に毛主同様に友達iこ書きた
いという思いを持ち，また，職場体験で関わった
中学生にも書きたいという思いを持ったととで，
繰り返し実施した。心の花束をプレゼントし合う
ことは，自分のよさや頑張りを再認識したり新し
く発見したりすることで，自己受容・他者受容が
課まるとともに，自己曾定感も高まってくると考
えられる。
(3) 共通の目標を達成するための実践
①クラス会語
学級活動の16時聞を使ってクラス会識を行っ
た。クラス会議は，児.が主体的に取り上げる活
動会選び，学級生活上の諸問題や課題に対して，
話し合い念過して集団決定する自治的な活動であ
る。話し合いに慣れていない本学級では. 3時間
を使ってクラス会識の目的，手順，内容の磯部や
リハーサルを行い，その後3時間は著者が司会進
行・書記を務め全体的な滅れを子どもたちに捉え
させ，残りの10時間はすべての役割を予どを3た
ち自身に任せ自治的な活動になるようにした。子
どもたちだけでクラス会織を行うまでの具体的な
指導の流れは表4の通りである。
表4.※fクラス舗の雑判|き赤賊二旗l
をもkに16時間で構成
時伺 内容 めあて
クラス会議の目的を知り， クラス会議
への意欲を高める。
畿になって
クラス会議の場づくりに関する話し合
l 
コンヲリメント
いを通して， 受習勺な雰囲気をつくる。
コンヲリメントを受設することを過し
て，積轡守で切 るい雰囲気をつくること
のよさに気付く。
5l.重宝買の動物の7クティピティを通し
る種類の甜却
て，ものの見方， 考え方は多様であると
2 7クティピティ
eに気付く。
(i滋皇雪量め〉
絞周匝には賞定的な面と否憩守な置があ
るが，積径約に有緒 に注目してヤとうと
する意欲を高める。
ブレー ンス トー ミングを返し，f:侃カし
ブレーンス トー て九噛 を解決しようとする窓欲を持つ。
3 ミングとrJ唆E 貴められたとき・罰せられたときd気
解決 持ちを考える活動を透して， 人を勇気づ
~tる解決をすることの大切さに気付〈 。
これまでさ営ん市童話仲 態度を使って，
4~ さ;Ii)， 求書量 ! 実際のクラスのPJ曹 を解決するととを通
6 クラス会議 して，お互いを認め合、、，他者に貢献し
ょうとする窓欲と態度を育てる。
7~ クラス会議蓋を
司会進行のマニュ7)レや黒板書記のマニ
16 私たちの手で
ュ7)1-を活用しながら全員でfsカし，自
分たちのカでクラス袋藁を運営する。
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4時間目から本格的にクラス会蟻を行った。最
初の議題は著者からの提案とし，rヒーロークラス
になるために2組の1年間の目援を決めようJと
いう内容にした。クラス会離では，参加者全員が
納得感のある解決策{提案や作戦・めあて}をきた
定していくために， 1主ずより多くの意見を出して
〈発散〉いくことが大切である。前時までの活動
密通して，子どもたちはたくさんの意見やアイデ
アを出すことの必要性令学んできたので，この場
面では29もの意見が曲された。
-明るい ・自分たちで何でも進められる
・みんなが手をと挙げる ・思いやりを持つ
・たくさん意見が出る ・何にでも挑戦できる
・元気 ・人の考えを分かり合える
・人のために考えられる ・仲がよい
・整列が早い ・誰にでも優しくできる
-人のことをほめられる ・友達を大切にする
・机運びが素早い ・やると言ったらやる
・ル-)レを守る ・幾しい ・物を大切にする
・ケンカがない ・一生懸命やる
・質問そいっぱいできる ・4年生らしい
・困っている人を助ける ・暴言暴力のない
・生き物告と大切にする ・5分前行動のできる
・いじめのない ・ちゃんと役割を果たす
次iこ，出された多数の意見を盤湿し. 1つの目
標に決定していく作業を行った。この29の意見の
中から，自分たちが1年かけて達成していきたい
目標を選択し，多数の質問を得られた意見だけを
残した。『何にでも挑戦できるJr友達を大切にす
るJrルール会守るJr生き物を大切にするjが残
った。この4つの意見への賛成・反対意見を闘い
た上で，最終的に「友逮を大切にするクラスJに
決まった。反対意見として出された f友達にひど
いことを言ってしまうから自信がない」という意
見に対しては.rこれから1年かけてみんなでカを
つけていこうj という意見があり，会員が納得し
?と.
一つの目標を決めていく作業の中では，自分が
出した意見をみんなが真剣に考え，長所を見つけ
出してくれることもあったり，時には異なる意見
として否定怠れたりするとともある。そこでは，
みんなの意見を自分事として受け入れ，自分たち
一人一人が達成しなければいけない目療として自
覚し納得することが大事である。
このような活動を通して，集団と個とのかかわ
りが深まっていくことも分かった。この後の 11
時間のクラス会議では，学級の大きな目標として
決めた「友達を大切にするクラスIをテーマにし
ながら話し合いを進めた。話し合いが脱線しそう
になったり，進むべき方向がぼやけたりしたとき
にこのテーマに立ち戻らせることで，子どもたち
が目指す目標を見失わないようにした。また， 11
時間のクラス会議の議題は以下の通りである。
矧 町
・時閣を守るための取り組みを決めよう自
-もっとクラスの仲がよくなるためのイベントをしよう固
.ヒー ロー パー ティー を計画しよう固
-学級行事の内容を自分たちで考えよう 0
.担任のいない1週目の目標を決めよう。
.担任のいない2週目の目標を決めよう。
.担任のいない3週目の目標を決めよう。
.担任のいない4週目の目標を決めよう。
'42個目のヒー ロー スター になる長縄大会の目標を決めよう。
例えば「ヒーローパーティーEを計画しよう」
では，意見を発散する場面で， r雪合戦Iや「クイ
ズ大会J，rそりすべり」など19の意見が出された。
それぞれを希望する子どもとそうでない子どもに
分かれた。互いの主張を韻らず，全員が納得でき
る活動がなかなか決まらなかったときに，なんの
ためにパーティーをするのか「友達を大切にする
クラスJの目標に立ち戻らせた。結果として，貸
し借り，譲り合つてのそりすべりと，グループご
とに協力してのケ}キ作りに決まった。
ヒーローパーティーEの活動内容が決まると，
そこからは子どもたちがどんどん自主的に動き始
めた。必要なボーノレ紙を集めるために印刷室から
段ボールを回収したり，そりすべりの目玉となる
チュープスライダーを技労員に借りに行ったり，
飾りつけの折り紙を準備したり，子どもたち一人
一人が集団の中での自分の役割を自覚し，進んで
行動した。
子どもたちは，自分事としてクラス会議に参加
し，合意形成しながら自分たちで活動を企画し，
実行し，振り返り改善していくことで，集団の中
で自己の役割を認識し，自信としていった。
②目標達成度の視覚化(ヒーロースター)
議題に対する解決策を実践，振り返り，改善し
ていく過程で， r友達を大切にするクラス」に迫る
ために一人一人の達成度を点数化した。その点数
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の結果を合計し，学級としての達成度を 1"""3ポイ
ントで示し，毎回成果を積み上げていった。今ま
での取り組みの成果を視覚化したものが，図3の
ヒーロースターである。
図3
教室正面の黒板のすぐ上に，クラスの目標を掲
示するだけでなく，どれだけ目標に近づいている
か達成状況が一目で分かることで，子どもたちに
とっては，大きな達成感と次への意欲付けとなっ
た。また，クラス目標の下に目標のイメージキャ
ラである「友ちゃん」と「大切君」を描いたこと
は，クラス目標をより意識化し，達成意欲を高め
た。
③各活動での課題の設定と振り返り
学級会議の時間だけでなく，年間行事に予定さ
れている活動などでも，学級の共通の課題を設定
し，達成していくことを目指した。
・運動会前1週間，時間を守って生活しよう。(全員で)
・朝の歌でのめあてを達成しながら歌おう。(係から)
・朝会でのめあてを達成しよう。(学級委員から)
-山形旅行でのめあてを達成しながら見学しよう。住員で)
・浄水揚でのめあてを達成しながら見学しよう。(全員で)
・エコプラザもがみ(可燃ごみ処理場)でのめあてを達成
しながら見学しよう。(全員で)
-長縄大会で8年生と仲よくして跳ぼう。(実行委員から)
大きな活動を行う際に，関係する係や委員，ま
たは全員で学般共通の課題を決め，達成していこ
うとすることは，集団性を高める。同時に，約束
やきまりを，教師が一つ一つ設定しなくても，共
通の目標があることで，子rもたちから自発的に，
約束やきまりをイメージし，守ろうとする態度が
生まれ，規樟が守られていった。
ω 児童の変容
5月に行った自作アンケートを1学期末の7月
下旬と， 2学期末の12月下旬にもそれぞれ行い，
クラスの集計をして， 3回分の結果をまとめたも
のが図4である。
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図4.
5月初旬から 12月下旬までの変容を見ると，
子どもと教師のかかわり，子ども同士のかかわり，
集団づくり，安心感，自主性のどの領域もすべて
80パーセント前後の伸びを示している。特に，子
どもと教師のかかわりの領域の点数 (18.7/20)
が高く， 5月初旬からの伸びとしても 8.4点と 5
つの領域の中で最も高い。また， 5月初旬から 7
月下旬までの聞に，子どもと教師のかかわりと自
主性の領域の伸びが早く，集団づくりと安心感は
後半に大きく伸びている。このことから，子ども
と教師のかかわりと子どもたちの自主性は変容し
やすい。その一方で，安心感や集団づくりが変容
するには時聞がかかることが分かる.また，人間
関係づくりの活動を通して，関係性がよくなって
くると安心感や自主性も比例して高まってくるこ
とも分かる。
一つ一つの項目の変容を見ると， 2点以上点数
が上昇しているのが4項目ある。 (No1，先生はこ
まったときに助けてくれる No4，先生は悪いこと
をきちんとしかつてくれる No6，友達は仲よくい
っしょに活動してくれる No20，自分は仕事や勉
強をがんばっている)また.12月下旬に4.5点を
超えているのが6項目ある。 4項目は子どもと教
師のかかわりだが，残りの2つの項目は安心感の
領域のものである。 (No15，みんなにはいいところ
やがんばっているところがある No16， 2組には
いろいろな人がいておもしろb、)これは，他者と
自分の違いを認めながらも，友達に対して共感的
な態度で接することができていることを示してい
る。一方， 12月下旬に4点を超えなかった項目が
4つある。(No7，友達はいっしょによろこんだり，
かなしんだりしてくれる No8，友達はいいところ
に気づいたり，ほめてくれたりする No12，自分
はみんなの役に立っていると感じている No19， 
みんなのために，進んで役に立つことをしている)
このことから，友達に認められている実感を伴う
ような活動や，自己有用感を実感できるような活
動が一層必要であることが分かる。
4 考察
(1) 安心感を高める実践の効果
子どもたちが大好きなのは，PAやSGEである。
それは，仲間とかかわりながら様々な活動を通し
て，協力や思いやりなどの態度を持つことを実感
できるとともに，達成感や満足感をその場ですぐ
に感じることができるからである。また，楽しい
雰囲気で，自己解放しやすいので，何でも言える
安心感につながっている固ただ，一過性のものと
して，子どもたちの態度に長く影響を及ぼすもの
でもないことが分かつた。このことから，何でも
受け入れてもらえる，友達を優しく受け入れられ
る状態をPAやSGEで築き，日常生活の中でコミ
ュニケーションスキルを向上させるような活動を
反復することで日常化するものと考えることがで
きる。つまり， PAやSGEは人間関係づくりのき
っかけとして活用し，友達とかかわる力を高める
ようなスキルを反復する活動を日常的に仕組んで
いくことが，長期的な定着につながっていく。
相づちの打ち方やうなずき方，オープンクェス
チョンのように話を聴くためのスキノレを身につけ
させていくことで，話し手の伝えたいという思い
と聴き手の聴きたいという思いが高まり，安心し
て話し合うことができる雰囲気が作られることも
分かった。
「心の花束Jの活動では，自分のよさや頑張り
を友達におしえてもらうことで，他者から自分を
理解してもらっているという安心から，自己肯定
感の高まりが感じられた。友達を認め，共感的に
受け止める活動で，効果的な活動であった。アン
ケー ト結果でも，他者受容の項目の伸びが高かっ
たのに対して，友達から認められている，自分が
役に立っているという自己有用感が低めであった
ことからも，このような他者に認めてもらう活動
を多く仕組んでいくべきである。
白) 共通の目標を達成するための実践の効果
各活動で課題を設定したり，クラス会議で解決
策を考え実践したりしていくことは，クラスが学
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級集団としての機能を充分に呆たすために必要不
可欠のものである。
16時間に及ぶクラス会議は，自分や，自分と特
に親しい一部の子どもにしか興味を示さず，いか
に自分がいい思いをするかを画策していた子ども
たちに，学級のみんなを大切にしながら，自分自
身も満たされていく経験とその手順を示すことが
できた。子どもたちは，学級内の誰かがプラスに
なり，その分，他の誰かがマイナスになるような
ひき算ではなく，友達と協働する楽しさや達成
感・克服感を共有していくことで，互いがより充
実できるかけ算のようなものであることを実感で
きた。アンケートの rNo6，友達は仲よくいっしょ
に活動してくれる」の点数の高さも，これを表し
ている。
また，どんな学級であっても個人の能力に差は
ある。しかし，自分の持っている能力に自信がな
くてできる子に任せてしまうのではなく，クラス
会議で決めた解決策に自分が納得し，一人一人が
集団の中で自分のできることを見つけ，主体的に
行動していくことで自己肯定感が高まると恩われ
る。アンケートの rNo20，自分は仕事や勉強をが
んばっている1の項目が高かったことからも，そ
れがいえる。
その一方で，クラス会議で決まった解決策を実
行した後に，振り返りの仕方を本人に任せきりに
してしまったことは，みんなのために役立つこと
が実際にできたかどうか確信を得られず，不安に
思う子が少なからずいたのではないだろうか。ア
ンケートの rNo12，自分はみんなの役に立ってい
ると感じている」と rNo19，みんなのために，進
んで役に立つことをしている」の2つの項目の点
数が他に比べて低かったことから，クラス会議で
の解決策を実践して振り返る際には，自身の頑張
りだけでなく，他者の頑張りを承認するような振
り返りの在り方もあってよかったのかもしれない。
目標に対して，どれだけ自分たちが頑張ってい
るのか，達成できているのかを実感するための手
がかりとして，ヒーロースターの掲示による視覚
化や，自作アンケートで数値化しクラスがよくな
っていることを客観的に捉えることは，達成感を
高めていくととにつながった。アンケートの数値
から，ほんの少しクラスがよくなるために，次に
何ができるかを考えさせていくことがさらに進
歩 ・向上につながっていくと考える。
183 
5 到達点と課題
人間関係を深める活動を計画的に実践していく
ことは，学級に安心感が生まれてくることが明ら
かとなった。子どもと教師のかかわり方や子ども
の自主性は変容しやすく，好循環させやすい。一
方で，コミュニケーションのスキルや子どもと集
団のかかわり方は向上するまで時聞がかかるので，
反復しながら繰り返し実践していくことが必要で
あることが分かつた。また，共通の目標を追求す
ることは，達成感や克服感を味わい，学級集団の
一員として役に立っているという自己有用感が高
まり，自己肯定感の高まりにつながると思われる。
「人間関係づくり」と「目標の追求Jの2つを手
立てとして学級経営を進めることによって，子ど
もたち一人一人が充実して学校生活を送ることが
できるようになった。
課題としては，他者への自己有用感が得られる
ようにしていくための手立てが一層必要である。
また，来年度は5年生に進級することから，クラ
スへの自己有用感だけでなく，学年・学校全体へ
の自己有用感を自覚させていくことも必要となっ
てくる。これまで築いた子どもたちの充実感を維
持・向上させていくためには，人間関係を深める
ためのねらいや実践，課題などを教員聞で共有し，
互いに学び合っていくことで，継続的で発展的な
支援が可能になってくるだろう。
引用・参考文献
内閣府 :W特集今を生きる若者の意識~ 2014 
http://www8.cao.go.jp/youthlwhitepaper/ 
h26gaiyoulpdfltokushu_01. pdf (最終閲覧日
2015年 1月15日)
文部科学省J小学校学習指導要領解説特別活動
編(平成20年告示H，東洋館出版社， 2008 
杉田洋 :Wよりよい人間関係を築く 特別活動~，図
書文化， pp. 42， pp49・59，2009 
赤坂真二 a:W教室に安心感をつくる~，ほんの森
出版， pp16-20， 2011 
赤坂真二 b:W先生のためのアドラー心理学~，ほ
んの森出版， pp15， pp78-111， 2010 
河村茂雄 :W 日本の学板集団と学級経営~，図書文
イヒ， pp15， pp83-96 
